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新規感染者は発表日ベース

県内の新規感染者と療養者の推移療養者

療
養
者

新
規
感
染
者

仙台市以外

＜感染対策のポイント＞

・会話の際は２㍍の距離をとる
・不織布マスクの着用
・小まめな換気

＜感染対策のポイント＞

・会話の際は２㍍の距離をとる
・不織布マスクの着用
・小まめな換気

感
染
者
の
現
状

計     　　　　人（   　  人）
入院
ホテル療養
自宅療養
療養・入院調整中
退院・療養解除
死亡日

現在                     

16282 1＋

0
2

0
1

16161
1184

〔注〕県内の新規感染者は仙台市の1人でした

確保病床
受け入れ
可能病床
確保病床
受け入れ
可能病床

全入院者 重症者

全県

仙台
医療圏

県内の病床使用率 (％)

0.4

1.5

0.6

3.7

0.0

0.0

0.0

0.0
風 東部は北西、海上ははじめ北西やや強い。西部

は西。

波 ２㍍。あすも２㍍。

10 0 0

40 20 0

8
2

6
‐1

7
0

9
0

4
0

7
1

7
0

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

東日本大震災の津波で石巻市大

川小６年だった長女小晴さん‖当

時 ‖を失った東松島市矢本一

中校長の平塚真一郎さん が４

日、名取市ゆりが丘公民館で「地

域と連携した防災教育―大川小学

校事故に学ぶ」と題して講演した。

地域住民ら約 人が参加。平塚

さんは児童と教職員計 人が犠牲

になった大川小事故の原因につい

て「避難行動が遅かった。子ども

たちの尊い命は救えた命だった」

と指摘。その上で「万が一に備え、

念のための行動を取ることが大事

だ」と強調した。

講演会は市みどり台中学校区の

広域連携事業として、ゆりが丘、

相互台、那智が丘の３公民館が企

画。平塚さんが３月までみどり台

中校長だった縁で実現した。

大
川
小
事
故
の
教
訓
を
伝
え
る
平
塚

さ
ん
（
右
奥
）

大川小の教訓伝える
長女犠牲 平塚さんが講演

名
取
市
那
智
が
丘
地
区
の
児
童
ら
４
人
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ
「
＃
カ

タ
ク
リ
っ
子
」
が
、
地
区
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
元
の

市
民
団
体
「
那
智
カ
タ
ク
リ
の
里
を
育
て
る
会
」
や
熊
野
那
智
神
社
を

取
材
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
。

那
智
が
丘
公
民
館
ま
つ
り
で
ブ
ー
ス
を
設
け
た
「
＃
カ
タ
ク
リ
っ

子
」
の
児
童
。
左
か
ら
間
宮
紬
衣
ち
ゃ
ん
、
一
会
さ
ん
、
小
野
日

南
太
君
、
利
日
都
君
‖

月

日

児童グループ フリーペーパーで紹介

夏休み活用役割も分担
グ
ル
ー
プ
は
那
智
が
丘
小

６
年
間
宮
一

ひ
と

会
え

さ
ん

が

代
表
を
務
め
、
同
級
生
の
小
野

利
り

日
ひ

都
と

君

と
弟
の
同
校
２

年
日

ひ

南
な

太
た

君

８

、
一
会
さ
ん

の
妹
紬

ゆ

衣
い

ち
ゃ
ん

６

で
結

成
。
最
大

万
円
の
助
成
が

得
ら
れ
る
市
の
「
な
と
り
こ
ど

も
フ
ァ
ン
ド
」
を
活
用
し
、
７

月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
活
動
す

る
。

月
に
あ
っ
た
那
智
が
丘
公

民
館
ま
つ
り
で
は
ブ
ー
ス
を
設

け
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
創
刊
号

の
拡
大
版
や
取
材
時
の
様
子
を

伝
え
る
写
真
を
展
示
。
グ
ル
ー

プ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
も
飾
り
、
初
の
発
表
の
場
に

花
を
添
え
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ

一
会
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
を
ま
と

め
た
。
「
私
が
文
章
、
利
日
都

君
が
写
真
を
撮
っ
て
レ
イ
ア
ウ

ト
や
動
画
編
集
、
日
南
太
君
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
紬

衣
さ
ん
は
お
手
伝
い
」
と
担
当

を
分
け
、
夏
休
み
を
使
っ
て
取

材
を
徹
底
し
た
。

利
日
都
君
は
お
年
玉
で
買
っ

た
動
画
編
集
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

編
集
に
腕
を
振
る
い
、
「
動
画

を
見
た
人
に
す
ご
い
ね
と
言
わ

れ
た
」
と
胸
を
張
る
。
日
南
太

君
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
来
栄

え
に
つ
い
て
「
お
母
さ
ん
に
手

伝
っ
て
も
ら
っ
た
か
ら
１
０
０

点
じ
ゃ
な
い
け
ど

点
」
と
満

足
そ
う
。
紬
衣
ち
ゃ
ん
は
「
取

材
の
移
動
が
大
変
だ
っ
た
」
と

笑
顔
で
振
り
返
る
。

取
材
で
は
日
程
を
調
整
し
た

り
、
書
類
作
成
に
追
わ
れ
た
り

す
る
苦
労
も
あ
っ
た
。
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
は
最
終
的
に
第
４
号

ま
で
発
行
し
、
市
内
の
小
中
学

校
な
ど
に
配
布
す
る
。

外
交
官
志
望
の
一
会
さ
ん
は

「
活
動
を
通
し
て
行
政
の
仕
組

み
、
大
人
の
世
界
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
域
の
た
め
に
活

動
す
る
こ
と
は
外
国
と
の
懸

け
橋
に
な
る
こ
と
に
通
じ
て

い
る
と
思
う
」
と
目
を
輝
か
せ

る
。
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東
松
島
市
の「
風
わ
た
る
青
の
国
へ
」

の
一
場
面

空と海の青ＰＲ

東松島市に大賞

やぎふ ＣＭ

県
内
の
市
町
村
の
魅
力
を

秒
の
Ｃ
Ｍ
で
表
現
す
る
「
み
や

ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
発

表
審
査
会
が
４
日
、
仙
台
市
太

白
区
の
東
日
本
放
送
本
社
で
開

か
れ
、
最
高
賞
の
「
ｋ
ｈ
ｂ
大

賞
」
に
東
松
島
市
の
「
風
わ
た

る
青
の
国
へ
」
が
選
ば
れ
た
。

回
目
の
今
回
は

点
の
応

募
が
あ
り
、
仙
台
市
出
身
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
残
間
里
江
子
さ

ん
ら
４
人
が
審
査
し
た
。

「
風
わ
た
る
青
の
国
へ
」は
、

東
松
島
市
の
青
い
海
や
空
と
い

っ
た
美
し
い
景
観
を
モ
チ
ー
フ

に
、
帰
郷
し
た
女
性
が
改
め
て

地
元
の
魅
力
に
気
付
く
姿
を
描

い
た
作
品
。
２
０
２
２
年
の
１

年
間
、
東
日
本
放
送
で
１
２
０

回
無
料
放
送
さ
れ
る
。

制
作
に
か
か
わ
っ
た
同
市
復

興
政
策
課
の
伊
藤
健
人
さ
ん

は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

年
が
た
ち
、
し
っ
と
り
と
心

が
宿
る
作
品
を
作
ろ
う
と
意
識

し
た
。
Ｃ
Ｍ
を
見
て
東
松
島
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

金
賞
は
七
ケ
浜
町
の
「
ち
ゃ

っ
こ
く
た
っ
て
」
、
銀
賞
は
多

賀
城
市
の
「
多
賀
城
市
の
タ
カ

ラ
モ
ノ
。
」
、
銅
賞
は
女
川
町

の
「
大
賞
狙
っ
て
つ
か
ん
だ
も

の
は
…
」
が
受
賞
し
た
。

発
表
審
査
会
の
模
様
は

年

１
月
３
日
、
東
日
本
放
送
で
特

別
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ
る
予

定
。

万個の電球が庭園を彩る光のページェント‖３日午後５時ごろ

光

ー
ジ
ェ
ン
ト
始
ま
る
松島離宮

松
島
町
の
観
光
施
設
「
宮
城

県

松
島
離
宮
」
で
３
日
、
庭

園
の
モ
ミ
ジ

本
を
約

万
個

の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

電
球
で
彩
る
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ

松
島
離
宮
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
」
が
始
ま
っ
た
。
来
年
３
月

末
ま
で
。

◇

日
に
仙
台
市
青
葉
区
の
定

禅
寺
通
で
開
幕
す
る
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

の
実
行
委
員
会
と
連
携
。
光
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
同
色
の
電
球

８
万
個
と
、
赤
や
青
、
緑
と
い

っ
た
七
色
の
電
球
８
万
個
を
取

り
付
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
７
分
間

の
点
灯
と
１
分
間
の
消
灯
を
２

回
ず
つ
繰
り
返
す
。

運
営
す
る
総
合
商
社
の
丸
山

（
蔵
王
町
）
の
佐
藤
義
信
社
長

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下

で
気
持
ち
が
す
さ
ん
で
い
る
人

が
多
い
と
思
う
。
美
し
い
光
を

見
て
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

点
灯
は
午
後
４
時
半
か
ら
。

終
了
は
日
〜
木
曜
が
午
後
９

時
、
金
、
土
曜
が
午
後

時
。

入
場
料
は
中
学
生
以
上
１
０
０

０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
。
小

学
生
未
満
無
料
。

色鮮やかに点灯した「光の箱」
‖４日午後４時 分ごろ

色
と
り
ど
り

光
の
箱

岩
沼
で

点
灯
式

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
ら

が
暮
ら
す
岩
沼
市
玉
浦
西
地
区

の
中
集
会
所
で
４
日
、
色
と
り

ど
り
の
光
を
放
つ
小
箱
の
オ
ブ

ジ
ェ
「
光
の
箱
」
の
点
灯
式
が

あ
っ
た
。

オ
ブ
フ
ェ
は

㌢
四
方
の
箱

に
色
付
き
の
セ
ロ
ハ
ン
を
貼
り

付
け
、
後
ろ
か
ら
光
を
当
て
る

仕
組
み
。
被
災
者
支
援
を
続
け
、

今
年
３
月
で
閉
所
し
た
市
ス
マ

イ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
元

職
員
ら
が

月
、
住
民
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
約

個
の
光
の
箱
を
作
っ
た
。

中
集
会
所
前
の
ま
ご
こ
ろ
公

園
で
も
樹
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
施
し
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
と

も
に
明
か
り
が
と
も
っ
た
。
実

行
委
員
会
の
佐
藤
直
美
代
表
は

「
こ
れ
か
ら
も
、
お
世
話
に
な

っ
た
玉
浦
西
の
皆
さ
ん
と
つ
な

が
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

点
灯
は

日
ま
で
。
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(１５) ２０２１年(令和３年)１２月５日(日曜日)(１５) ２０２１年(令和３年)１２月５日(日曜日)




